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福島県 

http://www.hp1039.jishin.go.jp/eqchr/f4-55.htm 文科省HP 



・ゲルマニウム半導
体検出器で測定 

・サンプル粉砕 
・容器へ詰める 

・サンプル（可
食部）抽出 
（最低3個/市
町村） 

・農産物を 
生産 

農産物のモニタリング検査 



野菜・
果樹
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水産物
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物 

分析点数 

図 分類別
の分析割合 

○ 2011年3月～2016年10月 

○ 総数 約110,000点（米除く） 

○ 約500品目 

（“ふくしま新発売“ホームページより作成） 



1

10

100

1000

10000

100000

2011/03 2012/03 2013/03 2014/03 2015/03 2016/03

Bq
/k

g

ND

1

10

100

1000

10000

100000

2011/03 2012/03 2013/03 2014/03 2015/03 2016/03

Bq
/k

g

ND

1

10

100

1000

10000

100000

2011/03 2012/03 2013/03 2014/03 2015/03 2016/03

Bq
/k

g

ND

1

10

100

1000

10000

100000

2011/03 2012/03 2013/03 2014/03 2015/03 2016/03

Bq
/k

g

ND

山菜 

果樹 

野菜 

穀類 

農産物のモニタリング調査（福島県） 



山 菜 

・自然に自生 
・主に若芽、葉、茎 
・森林資源、多様で豊かな食生活を支える 
・文化、伝統 



山菜はなぜ高いか？ 



山 菜 

・山の除染→林縁から20m 

（林野庁HP） 



山 菜 

・森林内のセシウム循環 
 →落葉等で表層にセシウム蓄積（落葉は養分供給源）。

粘土鉱物の固定も小さく、山菜への移行は高い。 

（林野庁HP） 

有機物層 
土壌 



土壌表面 

（多田先生採取） 



山 菜 

・多年草、樹木→養分は植物体内を循環するため、経根吸
収に加え、直接汚染により付着したCsが
体内に蓄積 

多年草 

樹木 



山 菜 

・自然発生→カリウム散布等抑制対策が取りにくい 



品目の違い 



福島県モニタリング検査 2011〜2015年 

山 菜 
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コシアブラ タケノコ タラノメ 

ゼンマイ こごみ ワラビ 

ふきのとう ウド フキ 

出荷制限地域 （2017年1月15日） （福島県HP） 



コシアブラ A. sciadophylloides 

・ウコギ科ウコギ属 
・落葉高木（〜20m） 
・全国に分布 
・日当りよく明るい斜面に多い 
・若芽は風味良く、山菜で人気 
・木材 ex.佐野一刀彫 
・工芸塗料 ”濾し油”とも 



コシアブラのセシウム蓄積経過 

・器官 → 葉＞皮＞幹 
 
・部位 → 大きな差はない 
 
・展開葉 → 新しい葉＞古い葉 
 
・季節変動 → 春先が高い 

（モニタリング調査） 
コシアブラの放射性セ
シウム濃度は高い 

春先の葉（＝食用）の放射
性セシウム濃度が高い 
（秋：コナラとほぼ同等） 

・セシウム吸収 
・セシウム利用 



コシアブラのセシウム蓄積 
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（水野 2008） 

コシアブラ / 陸生植物平均 

なぜ春先の葉の放射性 
セシウム濃度が高いか？ 

・Mn集積（Obata et al. 2008） 
・土壌のpH低下（水野 2008） 
・菌根菌（出口ら 2015） 
・浅根性（村松ら 2014） 

・セシウムの吸収 



コシアブラのセシウム蓄積 

・樹木 → 樹皮に付着したセシウムの循環 
 
・カリウム（光合成の補酵素、浸透圧調整）→相関 
 
・順次開葉（パイオニア植物） 
・芽の数が少ない 
（・成長が早い） 

新葉の生長に
投入するK（Cs）
が多い？ 

・セシウムの利用 なぜ春先の葉の放射性 
セシウム濃度が高いか？ 
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山菜の今後 



コシアブラ：2015年と2016年 

ほぼ同じ 
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・表土剥ぎ 
・カリ散布 

対策 



コシアブラ 

寄生（つる）植物 

湿地植物 

出荷制限解除への道のり 

(Kiyono and Akama. 2013) 

他の植物 



・市町村全域の生育地から満遍なく5箇所以上を選定 
・2年間安定して低水準を確認 
・3年目に解除のための検査を実施 
 
➡ 市町村全域で管理した栽培が求められる 

出荷制限解除への道のり 
（福島県環境保全農業課） 
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